
地
域
に
根
差
し
た
東
京
土
建

は
、
設
立
当
初
よ
り
専
従
者
を

置
き
、
砦
と
な
る
会
館
を
維
持

発
展
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
支
部

事
務
所
は
あ
ら
ゆ
る
相
談
活
動

の
重
要
な
拠
点
と
仲
間
が
集
う

憩
い
の
場
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
お
り
、
全
都

36
支
部
が
自

前
の
会
館
を
所
有
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
新
宿
支
部
会
館
は
、

１
９
７
６
年
当
時
築
４
年
の
居

ぬ
き
物
件
を
購
入
し
、
今
年
で

築

50
年
に
な
り
ま
す
。
購
入
移

転
か
ら

46
年
間
、
幾
度
か
建
て

替
え
の
議
論
が
上
が
り
ま
し
た

4
月

17
日
（
日
）
け
ん
せ
つ

プ
ラ
ザ
東
京
に
て
、
東
京
土
建

新
宿
支
部
第

67
回
定
期
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
本
年
は
、
半

日
開
催
と
し
、
「
建
設
産
業
民

主
化
目
指
し
、
国
民
的
連
帯
の

運
動
で
仲
間
の
い
の
ち
と
仕
事

と
く
ら
し
、
平
和
憲
法
と
民
主

主
義
を
守
ろ
う
！
地
域
に
根
差

し
た
群
・
分
会
を
守
り
育
て
、

今
こ
そ
助
け
合
い
の
組
合
づ
く

り
を
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
、
組
合
員

60
人
・
来
賓

11
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

21
世
紀
に
は
想
像
せ
ぬ
ロ
シ

ア
に
よ
る
非
人
道
的
な
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
略
問
題
、
核
兵
器
禁
止

条
約
、
改
憲
阻
止
等
に
つ
い
て

強
調
し
、
改
め
て
行
動
提
起
を

行
い
ま
し
た
。

昨
年
の
到
達
で
あ
る
地
域
に

根
差
し
た
群
・
分
会
の
重
要
性

を
前
提
に
、
群
・
分
会
の
活
性

化
を
最
重
要
課
題
の
一
つ
と
し

て
取
り
組
み
ま
す
。
併
せ
て
、

仲

間
の

砦
で

あ
る

支

部
会

館

（
築

50
年
）
の
再
生
（
移
転
か

建

て
替

え
か

）
に

、

組
合

費

（
会
館
資
金
）
引
き
上
げ
と
共

に
一
大
事
業
と
し
て
打
っ
て
出

る
こ
と
と
し
、
中
長
期
的
に
安

定
し
た
新
宿
支
部
２
，
０
０
０
人

以
上
の
組
織
建
設
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

諸
会
議
や
セ
ミ
ナ
ー
等
で
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
や
組
合
内
限
定
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
も
活
用
し
、
活
動
参

加
者
の
枠
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

新
４
役
は
次
の
通
り
で
す
。

執
行
委
員
長
・
伊
藤
賢
司
、
副

執
行
委
員
長
・
関
口
弘
、
粂
明
、

隅
田
祐
太
郎
。
書
記
長
・
半
澤

信
司
、
書
記
次
長
・
角
谷
美
樹
。

編集・発行人
東京土建一般労働組合新宿支部

新宿区北新宿4‐33‐9新建ビル

電話０３（３３６２）２１６１

Fax０３（３３６２）２２８９

http://www.doken-shinjuku.jp

E-mai l:info@doken-shinjuku.jp

定価１部 ５０円
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此
度
は
漫
画
の

話
を
少
々
。
週
刊

誌
で
マ
ン
ガ
を
読

む
こ
と
か
ら
離
れ

て
随
分
経
つ
が
、

久
し
ぶ
り
に
コ
ミ
ッ

ク
誌
を
挟
み
つ
つ

読
み
続
け
て
い
る

漫
画
が
あ
る
▼
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
カ

ム
イ
」
が
ソ
レ
で
、
「
野
田
サ
ト

ル
（
作
者
）
に
よ
る
日
本
の
漫
画
。

明
治
末
期
の
北
海
道
・
樺
太
を
舞

台
に
し
た
、
金
塊
を
め
ぐ
る
サ
バ

イ
バ
ル
バ
ト
ル
漫
画
（
ｗ
ｉ
ｋ
ｉ

ｐ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ
よ
り
一
部
抜
粋
）
」

な
の
で
あ
る
。
日
露
の
戦
い
が
終

結
し
た
直
後
の
北
の
大
地
で
、
狩

猟
に
纏
わ
る
「
熊
害
（
ゆ
う
が
い
）
」

や
「
ア
イ
ヌ
料
理
」
「
埋
蔵
金
伝

説
」
等
、
風
習
・
文
化
が
丁
寧
且

つ
リ
ア
ル
に
表
現
さ
れ
て
お
り
久
々
、

読
み
応
え
の
あ
る
骨
太
な
作
品
に

巡
り
逢
っ
た
感
じ
だ
▼
ア
ニ
メ
化

は
１
～
３
期
ま
で
制
作
さ
れ
４
期

は
今
秋
放
送
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

同
作
品
の
展
示
会
開
催
や
、
実
写

化
の
発
表
等
、
ま
だ
ま
だ
話
題
の

提
供
に
も
事
欠
か
な
い
状
態
だ
が
、

残
念
な
こ
と
に
こ
の
４
月
を
以
て

最
終
回
を
迎
え
、
約
８
年
の
週
刊

誌
連
載
に
終
止
符
を
打
っ
た
ば
か

り
で
あ
る
▼
ほ
え
た
く
な
る
ほ
ど

の
良
作
を
貴
方
に
!!
御
時
間
あ
る

な
ら
是
非
御
一
読
く
だ
さ
れ
。
宣

伝
に
終
始
し
て
し
ま
っ
て
恐
縮
だ

が
、
こ
れ
も
コ
ロ
ナ
禍
の
所
為
と

言
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
教
育
宣
伝
部

山
口

真
彦
】

し ん じ ゅ く

（１）

●ご相談ください●
税金・法律・経営・
不払い・融資・労働

・コロナ・生活
まずは支部へ電話でご連

絡ください。

が
、
具
体
化
に
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
２
０
１
２
年
に
は
構
造

設
計
専
門
業
者
に
簡
易
耐
震
を

依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
「
１
階
か

ら
２
階
で
地
震
の
振
動
お
よ
び

衝
撃
に
対
し
て
倒
壊
し
、
又
は

崩
壊
す
る
危
険
が
あ
る
」
、
と

の
結
果
が
出
ま
し
た
。
そ
れ
を

受
け
会
館
建
設
Ｐ
Ｊ
チ
ー
ム
を

立
ち
上
げ
て
、
相
談
を
進
め
て

き
ま
し
た
が
、
２
０
１
６
年
第

61
回
大
会
に
て
、
資
金
計
画
上

（
組
合
費
は
引
き
上
げ
な
い
・

組
織
人
数
は
減
ら
な
い
想
定
）

の
困
難
さ
を
理
由
に
、
一
年
間

会
館
改
修
討
議
を
凍
結
す
る
こ

と
を
決
議
し
ま
し
た
。

（
２
面
に
続
く
）

新宿支部２，０００人目指し、一致団結頑張りましょう!!



こ
れ
か
ら
の
拡
大
月
間
中
の

日
程
表
を
皆
さ
ん
に
配
り
、
話

し
合
い
ま
し
た
。
話
の
中
で
１

人
の
対
象
者
が
上
が
り
、
幸
先

の
良
い
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し

た
。
目
標
達
成
に
向
か
っ
て
頑

張
る
こ
と
を
皆
で
誓
い
、
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。

【
余
丁
町
分
会
長

川
村

利
一
】

（
１
面
の
続
き
）

そ
の
後
、
体
制
上
の
問
題
や
諸
事
情

対
応
及
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
議
論
の
再
開

が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
２
０
２
１

年
度
に
、
会
館
建
設
検
討
委
員
会
で
の

議
論
を
再
開
し
、
６
月
、
８
月
、

11
月
、

１
月
と
委
員
会
で
の
議
論
及
び
分
会
で

の
討
議
・
意
見
集
約
を
重
ね
、
居
ぬ
き

物
件
購
入
（
新
耐
震
・
ア
ス
ベ
ス
ト
無

し
）
、
又
は
、
現
在
の
土
地
で
建
て
替

え
る
と
い
う
方
向
性
を
確
認
し
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
新
宿
区
内
の
不
動
産
事

情
や
現
実
的
な
資
金
計
画
に
つ
い
て
専

門
業
者
へ
相
談
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

そ
の
到
達
点
と
し
て
、
待
っ
た
な
し

の
会
館
再
生
の
課
題
を
実
現
す
る
た
め

に
、
今
大
会
に
、
組
合
費
（
会
館
建
設

資
金
）
５
０
０
円
の
引
き
上
げ
を
今
年

10
月
分
（
９
月
納
入
）
か
ら
行
う
こ
と

を
提
案
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
条
件

に
合
う
良
い
居
ぬ
き
物
件
が
見
付
か
れ

ば
購
入
す
る
、
又
は
一
定
期
間
探
し
て

も
見
つ
か
ら
な
い
場
合
は
、
新
築
に
舵

を
切
る
こ
と
を
執
行
委
員
会
の
承
認
を

経
て
、
年
度
の
途
中
で
も
進
め
て
行
く

と
い
う
事
を
確
認
し
ま
し
た
。

新
宿
支
部
の
組
合
費
（
一
般
区
分
・

共
済
費
と
団
体
生
命
共
済
費
を
含
む
）

は
、
現
在
６
，
２
５
０
円
で
、
５
０
０

円
引
き
上
げ
て
も
、
全
都

36
支
部
平

均
の
６
，
８
０
５
円
よ
り

55
円
低
い
状

態
で
す
。

耐
震
上
の
危
険
回
避
と
ア
ス
ベ
ス
ト

除
去
の
観
点
だ
け
で
は
な
く
、
現
状
よ

り
も
よ
り
良
い
会
館
環
境
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。
繰
り
返
し
、
説
明

や
周
知
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
、
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

バ
ン
ク
に
提
供
し
ま
し
た
。
次

は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
収
穫
し
て
、

住
宅
デ
ー
な
ど
で
出
店
し
よ
う

と
計
画
し
て
い
ま
す
。

拡
大
月
間
で
は
、
新
加
入
者

の
訪
問
行
動
や
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ

行
動
な
ど
、
コ
ロ
ナ
で
も
で
き

る
こ
と
を
コ
ツ
コ
ツ
と
や
っ
て

い
こ
う
と
相
談
し
ま
し
た
。

【
四
谷
分
会
長

三
浦

弘
】

４
月

19
日
午
後

5
時
よ
り
、

会
場
は
住
吉
町
曙
橋
通
り
、
紅

と
ん
赤
提
灯
で
出
陣
式
を

9
人

の
参
加
者
で
行
い
ま
し
た
。

支
部
か
ら
は
関
口
副
委
員
長
、

影
山
常
任
執
行
委
員
、
秋
山
担

当
書
記
に
出
席
い
た
だ
き
ま
し

た
。
分
会
か
ら
は

6
人
の
参
加

で
し
た
。

２０２２年５月１０日(火曜日) し ん じ ゅ く 第７２７号

（２）

神
楽
坂
分
会
は
４
月

13
日

（
水
）
新
宿
支
部
に
て
、
２
０

２
２
年
春
の
拡
大
月
間
の
出
陣

４
月

17
日
（
日
）
落
合
西
分

会
の
出
陣
式
を
さ
さ
や
か
に
開

催
し
ま
し
た
。

「
笑
顔
で
声
か
け
、
一
人
の

小
言
よ
り
多
勢
の
声
で
増
や
そ

う
仲
間
、
大
き
な
組
織
で
ガ
ン

バ
ロ
ー
」
を
拡
大
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
し
て
行
動
し
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。
分
会
の
仲
間

1
人

1
人
に
声
掛
け
を
し
て
、

頼
り
に
な
る
組
合
を
目
指
し
て

い
こ
う
と
意
思
統
一
を
し
て
会

を
終
了
し
ま
し
た
。

【
落
合
西
分
会
長

清
水

敏
子
】

４

月

11

日
（
月
）
分

会
執
行
委
員

会
の
後
に
、

春
の
拡
大
月

間
の
出
陣
式

を
ご
く
簡
単

に
行
っ
て
、

お
弁
当
と
お

酒
を
配
布
し

ま
し
た
。

四
谷
分
会

は
、
こ
の
春

は
畑
活
動
で

採
れ
た
ほ
う

れ
ん
草
を
、

新
宿
フ
ー
ド

４
月

18
日
（
月
）
高
田
馬
場

分
会
は
こ
の
日
、
新
宿
支
部
会

館
４
階
に
て
春
の
拡
大
出
陣
式

を
執
り
行
っ
た
。
密
を
避
け
る

べ
く
、
分
会
役
員
・
担
当
書
記
、

総
員
６
人
で
の
コ
ン
パ
ク
ト
な

開
催
と
な
っ
た
。
拡
大
運
動
を

式
を
分
会
執

行
委
員
会
の

後
に
お
弁
当

と
お
酒
を
配

布
す
る
と
い

う
形
で
行
い

ま
し
た
。
半

澤
書
記
長
と

大
槻
書
記
に
も
参
加
し
て
も
ら

い
、
拡
大
の
作
戦
会
議
も
行
い

ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
感
染
者
が

減
ら
ず
気
を
緩
め
な
い
毎
日
で

す
が
、
分
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
も
決

ま
り
出
来
る
範
囲
で
行
動
し
、

ガ
ン
バ
ロ
ウ

!!
で
締
め
ま
し
た
。

皆
さ
ん
無
理
は
せ
ず
、
出
来

る
範
囲
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

お
疲
れ
様
で
し
た
。

【
神
楽
坂
分
会

富
澤

賢
治
】

す
る
に
あ
た
り
、
日

程
の
確
認
や
期
間
中

に
発
生
す
る
イ
ベ
ン

ト
と
の
調
整
等
を
話

し
合
い
、
い
つ
も
通

り
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、
最

後
は
拡
大
活
動
に
於
け
る
運
動

の
成
果
が
よ
り
良
い
結
果
に
繋

が
る
よ
う
健
闘
す
る
こ
と
を
参

加
者
全
員
で
唱
和
し
、
出
陣
式

は
閉
幕
し
た
。

【
高
田
馬
場
分
会

山
口

真
彦
】

余丁町分会
拡大の様子



第

93
回
メ
ー
デ
ー
は
コ
ロ
ナ

禍
の
為
、
規
模
縮
小
で
は
あ
り

ま
す
が
、
今
年
度
は
よ
う
や
く

配
信
メ
イ
ン
で
は
な
い
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
５
月
１
日
（
日
）

代
々
木
公
園
で
開
催
さ
れ
た
中

央
メ
ー
デ
ー
に
２
，
９
０
０
人
が

集
ま
り
、
東
京
土
建
か
ら
は
６

８
０
人
、
新
宿
支
部
か
ら
は

24

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
密
を
避
け
る
為
、

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
制
作
は
せ
ず

コ
ン
ク
ー
ル
も
開
催
さ
れ
ず
、

デ
モ
行
進
の
み
、
さ
ら
に
数
年

ぶ
り
の
あ
い
に
く
の
雨
の
中
と

い
う
状
況
で
し
た
が
、
参
加
し

た
皆
の
足
取
り
は
し
っ
か
り
と

元
気
よ
く
前
へ
と
向
か
い
ま
し

た
。
侵
略
戦
争
を
止
め
、
憲
法

９
条
改
憲
を
阻
止
し
、
憲
法
を

真
に
活
か
し
た
社
会
を
実
現
さ

せ
、
労
働
者
の
権
利
が
守
ら
れ

た
、
豊
か
な
社
会
の
実
現
を
要

求
と
し
て
、
「
ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ

イ
ナ
か
ら
撤
退
さ
せ
よ
う
」
「
憲

法
９
条
を
守
ろ
う
」
「
憲
法
を
守

り
活
か
す
社
会
を
つ
く
ろ
う
！
」

「
労
働
法
制
の
大
改
悪
反
対
」
な

ど
、
代
々
木
公
園
か
ら
表
参
道

へ
向
か
う
青
山
コ
ー
ス
を
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
し
な
が
ら
行

進
し
ま
し
た
。

実
に
３
年
ぶ
り
の
メ
ー
デ
ー

は
、
参
加
者
数
こ
そ
少
な
い
も

の
の
、
支
部
で
普
段
顔
を
合
わ

さ
な
い
組
合
員
同
士
や
、
他
支

部
、
他
団
体
と
一
堂
に
会
す
る

こ
と
が
出
来
た
貴
重
な
１
日
と

な
り
、
久
し
ぶ
り
の
交
流
に
大

き
な
力
を
得
、
来
年
に
向
け
手

応
え
を
感
じ
た
取
り
組
み
と
な

り
ま
し
た
。
参
加
し
た
み
な
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

し ん じ ゅ く２０２２年５月１０日(火曜日) 第７２７号

（３）

隅田副執行委員長、
息子、康太郎君と
支部旗を掲げる！

入学時の思い、考え
２０１９年５月に大手会社を退職

して大工になることを決心しました

が、技術を高める場を探していると

きにカレッジを紹介されました。当

初は出来ることを淡々とやっていく

つもりでした。

在学中
同級生は皆さん多様な経歴を持っ

ており、それぞれの視点から見た社

会に関して議論に花が咲く中で、自

分にないものを持っている人が多く

いることに気づかされました。

１．情熱≧考え方
講義の中で、大事なものは情熱と

言った同級生がいました。私は考え

方を挙げましたが、バランスよく持

つことが大事だと感じました。

２．理論＞論理
「規矩術は、どんなことにも通ず

る法則性である。論は、この理があっ

て成り立つものだ」ということを叩

きこまれました。「丸、四角、垂直、

水平、傾き（規矩準縄勾）…、世の

中のものはこの基本形に通じている

のだから、普遍的な思考アプローチ

をしなさい」という言葉には感銘を

受けました。人生に役立つ内容だと

思います。

卒業して
内容の濃い２年間で掛け替えのな

い知識を得られました。建築カレッ

ジは、木造から建築を教える学校で

すが、私はそれ以上の『世の中の理

（ことわり）』を教わり、物事の本

質を捉える力を養うことができまし

た。

おわりに
自分の仕事でも、本来の木造とは

どのような構造なのか。習ったこと

を生かしていきたい。今後ともよろ

しくお願い申し上げます。

【東京建築カレッジ２５期

四谷分会 中井 康眞】

実習棟の屋根の上でクラスメイト
と撮った写真（右下が中井さん）

いざ、デモ出発！降りしきる雨の中

平和への願いを



4
月
26
日
（
火
）
け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ
東
京
に
て
役

員
学
習
会
を
行
い
、
支
部
か
ら
45
人
、
講
師
２
人
の

合
計
47
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

東
京
平
和
委
員

会
の
岸
本
正
人
事

務
局
長
を
講
師
と

し
て
お
招
き
し
、

「
国
際
的
平
和
原

則
と
核
・
原
発
問

題

憲
法
９
条
を

守
る
に
は
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
で
、

ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
等
の
国

際
情
勢
と
課
題
、

日
本
は
今
ど
う
す

べ
き
な
の
か
、
憲

法
9
条
の
改
憲
の

動
き
、
国
内
外
の

世
論
と
運
動
に
つ

い
て
１
時
間

ほ
ど
学
習
活

動
を
行
い
ま

し
た
。
国
際

的
な
連
携
と

対
話
、
市
民
と
野
党
の
共
闘

が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
改
め

て
理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
共
済
会
の
佐
藤

修
身
さ
ん
よ
り
主
に
新
年
度

よ
り
変
更
と
な
っ
た
共
済
制

度
に
つ
い
て
の
学
習
を
行
い

ま
し
た
。
伊
藤
委
員
長
よ
り

「
Ｎ
Ｏ

Ｗ
Ａ
Ｒ

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ

ロ
シ
ア

9
条
改
憲
で
は
な

く
活
か
す
行
動
提
起
」
、
隅

田
組
織
部
長
よ
り
「
春
の
拡

大
月
間
の
運
動
に
つ
い
て
訴

え
」
を
い
た
だ
き
、
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
閉
会
と
な
り
、

例
年
は
休
憩
中
に
配
ら
れ
る

パ
ン
を
お
持
ち
帰
り
と
し
、

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

ご
参
加
い
た
だ
い
た
方
々
、

大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

世
界
平
和
を
心
か
ら

望
み
ま
す
。
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対

す
る
軍
事
攻
撃
を
直
ち

に
中
止
し
、
ロ
シ
ア
軍

の
撤
退
を
求
め
ま
す
。

【
㈱
コ
イ
ン
パ
ー
ク

新
田

貞
香
】

２
年
前
に
旅
の
お
土

産
で
真
っ
白
な
ボ
タ
ン

の
蕾
を
購
入
し
ま
し
た
。

先
日
ま
で
硬
い
蕾
だ
っ

た
の
に
暖
か
い
日
が
続

い
た
の
で
、
立
派
な
大

輪
が
今
年
も
咲
き
、
楽

し
み
な
が
ら
眺
め
て
い

ま
す
。
や
っ
ぱ
り
「
立

て
ば
芍
薬
～
」
立
派
で

す
。
あ
り
が
と
う

!!
来

年
も
待
っ
て
ま
～
す
。

【
新
都
心
分
会

東
山

連
子
】

甘
夏
や
夏
み
か
ん
が

お
い
し
い
時
期
に
な
り

ま
し
た
。
実
は
食
べ
て
、

皮
は
煮
て
ヨ
ー
グ
ル
ト
や

砂
糖
を
ま
ぶ
す
と
お
い
し
い
お
や

つ
に
な
り
ま
す
。
捨
て
る
所
が
な

い
の
が
う
れ
し
い
で
す
。

【
神
楽
坂
分
会

富
澤

寿
美
】

晩
酌
を
し
な
が
ら
通

販
サ
イ
ト
を
物
色
し
て

注
文
。
数
日
後
、
届
い

た
品
物
を
見
て
「
何
で

こ
ん
な
物
買
っ
た
ん
だ

ろ
う

!?
」
っ
て
な
る
時

が
あ
り
ま
す
。
飲
酒
→

通
販
の
流
れ
は
良
く
な

い
で
す
ね
。

【
高
田
馬
場
分
会

山
口

真
彦
】

６
月
ま
で
長
野
の
善

光
寺
で
７
年
に
１
度
の

秘
仏
公
開
を
し
て
い
ま

す
。
今
回
も
行
け
た
ら

い
い
な
と
予
定
を
立
て

た
い
と
思
い
ま
す
。

【
高
田
馬
場
分
会

千
田

薫
】

し ん じ ゅ く２０２２年５月１０日(火曜日) 第７２７号

（４）

「
70
才
以
上
で
組
合
員
歴
30
年
以
上
の
組
合
費
減
額
制
度
」
と
「
75
才
以
上
の
組
合
費
減
額
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

●まちがい箇所を

丸印で示し、支部

まで送ってくださ

い。はがき・ファ

クス・メールで。

分会・住所・氏名

を（家族の方は組

合員の氏名も）書

いて下さい。余白

には新聞の感想や

身近なできごとを

「必ず」添えてく

ださい。（未記載は

抽選対象外）

●宛先：

〒１６９―００７４
新宿区北新宿

４―３３―９

東京土建新宿支部

●正解者の中から

１０名に抽選で図

書カードをプレゼ

ント。

●〆切：

５月２５日（水）

アスベストに関わる症状でご心配な方は「毎月最終火曜日午
前中は芝診療所しばしん土建検診デー」を是非ご利用ください。
引き続き、ご無理はなさらずに慎重に来院をご検討ください。

学習会の様子



ご入学おめでとうございます！ 

組合事務所閉所について 
●6月 2日(木)午後、月初定例書記局会議のため 

※ご不便をおかけいたしますが、ご理解とご協力

下さいます様何卒よろしくお願いいたします。 

 

一人で 100筆集める“チャレンジャー”登録も

春の拡大月間(仲間増やし)始まりました！  
組合員を増やす取り組み、春の拡大月間が始まり

ました。新宿支部では 70人の新しい仲間を迎える

ことが目標です。未加入の方をご紹介ください。 

今年度は、CCUS・アスベスト事前調査届出開始・

消費税インボイス制度対応などで、建設業界は大き

く変わります。組合にご相談ください。拡大月間を

成功させ、「若手が入職して希望を持って働き続け

られる明るい建設産業」を築きましょう。 

コロナ関連の相談や現場の情報なども組合へ 

新入学おめでとうございます！ 

 

 

8 月はお休みです 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

群会議の話題 
無料法律相談会 

申込みは組合まで℡０３（３３６２）２１６１ 

5 月 20 日（金）  ／  6 月 20 日（月） 

時間は 13：30～16：00（一コマ 30 分） 

時間は 13：30～16：00（一コマ 30 分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３３話でご予約下さい。 

No393 号（2022 年 5 月 10 日）  東京土建新宿支部 

必見・必聴「インボイス制度」セミナー 
［日時］5月 20日(金)19：00～ 

［場所］けんせつプラザ東京 5階（ZOOM併用） 

［講師］長谷川元彦税理士（第一経理） 

手間請けの方を含めて売上 1千万未満の消費税

非課税業者やその取引先業者、建設業に大きな

悪影響が及びます。ぜひ、ご参加下さい。 

 

4月から解体・改修工事の石綿事前調

査結果の届け出義務開始（電子報告） 
厚生労働省「石綿総合情報ポータルサイト」

https://www.ishiwata.mhlw.go.jp/result-

reporting-system 

アスベスト事前調査結果を、労働基準監督

署と自治体への報告義務化が開始。原則、

PC・スマホで、石綿事前調査結果報告システ

ムからの電子申請です。石綿事前調査結果報

告システムを利用するためには、事前に「Ｇ

ビズＩＤ」を取得する必要があります。 

土建の「自転車保険」加入者のみなさんへ 
2022年 7月 1日～2023年 7月 1日午後 4時まで

の更新の時期になりました。☆現金扱いの方は 5

月 25日（水）迄、支部口座へお振込みください。 

☆口座扱いの方は、自動更新で、6月 13日（月）

に届出口座から引落しになります。（家族型：4,500

円 個人型：2,500円） 

ロシア大使館宛ウクライナ侵攻抗議のハガキ要請 

21世紀最大規模の人道に対する凄惨な侵略戦争

が長期化しています。武力によらない外交解決が

求められます。在日ロシア大使への抗議ハガキ(ひ

な形は東京土建本部 HPに掲載)や募金活動に取り

組んでいますので、（ユニセフ等を通じて届けて

いきます）可能な範囲でお願いします。 

 

労働保険(労災・雇用)年度更新受付 
☆事務委託をされている組合員・事業所で未

更新の方へ。※郵送のお手続きも可能です。 

☆時間帯はいずれも 10：00～15：00です。 

5月 10日(火)・11日(水)・12日(木) 

予備日 5月 24日（火）～25日（水） 

本部事業所セミナー 
［日時］6月 28日(火)19：00～20：30 

［場所］けんせつプラザ東京 5階（ZOOM併用） 

［テーマ］「働き方改革へ対応せまる」基礎編 

［講師］高田聡史 社会保険労務士 

建設業でも労働時間管理、就業規則・36協定の

届け出など各種手続き等、労基法遵守が求めら

れています。☆東京土建では、良好な労使関係

(事業主・労働者)づくりをめざし、双方の相談

を受け付けております。 

コロナのご相談は組合へ！ 
コロナの影響で、困っている組合員の個別相談

に公的制度の最新情勢などを踏まえ、手続きのお

手伝いなど相談対応実施中です。 

事業復活支援金（経済産業省） 

法人は 250万円(年間売上 5億円以上)～100万円

(年間売上 1億円未満) 1回の支給 

個人事業は最大 50万円(減少 50％以上) 

※売上減少が 30％以上～50％未満も支給対象。 

 

(5)

https://www.ishiwata.mhlw.go.jp/result-reporting-system
https://www.ishiwata.mhlw.go.jp/result-reporting-system


群会議の話題版

申込・問合せ先 新宿支部 電話03-3362-2161

受講料 受講資格／対象 内　　　容

1 次回１０月予定

  ① ６ /１８～１９（土日）   ② ８ /３０～３１（火水）
　①府中国立支部会館 　　②技術研修センター(池袋)
  ６ /２１～２２(火水）
　技術研修センター（池袋）

  ７ /１３～１４（水木）
　技術研修センター（池袋）

  ７ /２６～２７（火水）
　技術研修センター（池袋）

6  次回未定

  ５ /２４～２６（火水木） 次回１０月予定

　技術研修センター（池袋）

  ７ /２０～２１（水木）
　技術研修センター（池袋）

  ６ /２３～２４（木金） 次回８月予定

　けんせつプラザ（東京土建本部会館）
  ６ /２７～２９（月火水）
　技術研修センター（池袋）

50 次回９月予定

　　　　  ①多摩西部支部会館   ②技術研修センター　➂技術研修センター

  ７ / ８（金）
　　技術研修センター（池袋）

  ６ /３０（木）
　技術研修センタ－（池袋）

　 ①  ５ /２５（水）　　　　　② ５ /２９（日）　　　　➂ ７ /１３（水）
　　①技術研修センター　　　　　　②多摩西部支部会館　　　　➂技術研修センター

　　①  ６ /１２（日）　②  ６ /３０（木）　　➂  ７ /２８（木）
　　  ①多摩西部支部会館   ②技術研修センター　➂技術研修センター

  ７ / ５（火）
　技術研修センター（池袋）

  ６ / ８（水）
　技術研修センター（池袋）

57   ６ / ９～１０(木金) ２日間
技術研修センター(池袋)

仮設電源の（開閉器）操作する場合は、低圧電気特別教育が必要です

  ６ /８～１０（水木金）３日間

　技術研修センター（池袋）

20 次回未定

48 次回１０月予定

  ５ /２９（日） 　　　　 次回９月予定

　府中国立支部会館

   ６ /１５（水） 次回９月予定

 　技術研修センター（池袋）

   ６ /１６（木） 次回９月予定

 　技術研修センター（池袋）

   ６ /１６（木）午後 次回９月予定

 　技術研修センター（池袋）

   ６ /１６（木） 次回９月予定

 　技術研修センター（池袋）

   ６ /１５（水）～６ /１６（木） 次回９月予定

 　技術研修センター（池袋）

27 次回未定

28 次回未定

12 次回１０月予定

６/２８～７/１（火水木金）※タダノ主催　タダノ教習ｾﾝﾀｰ（江東区） 最大荷重１ｔ以上

整地・運搬・積込・掘削
用機械の運転

80

79

 ６/１７～１８（金土）

　西多摩支部会館（羽村市）（青梅線小作駅近く）

51

52  ６/１７～１９（金土日）西多摩支部会館（羽村市）（青梅線小作駅近く） 18歳以上

32

33 日曜午後１時～　５回（7/31・8/21・28・9/11・10/9）予定

36

建築士講習（NPO東京土建ATEC）　

お問い合わ
せください

解体用

整地等＋
解体ｾｯﾄ

小型車両系
建設機械
特別教育
（3t未満）

２級建築
施工管理

技士
二次のみ

６/２３（木）～１０/９（日）技術研修センター（池袋）
木曜(6/23､6/30､7/7､14､21､28､8/18､25､9/1､8､15)夜６時半～と日曜昼8回（7/3､17､
31､8/21､28､9/11､25､10/9)予定

 ６月１２日（日）１９日（日）２６日（日）７月３日（日）１０日（日）の５日間
　９時～１７時　技術研修センター（池袋）

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

11月に第一次検定・第二次検定の両方の試験があり、それに向けた
受験準備講座です（お盆はお休みです）

第二種電気工事士
受験準備 技能講座

(整地等)･(解体)技能講習セット割引コ－ス。整地が不合格になった場合、
解体の受講資格がなくなるので整地単独の受講料金になります

小型車両系（整地用）特別教育修了者 ※修了証添付

12Hｺｰｽ：小型移動式クレーン運転技能講習修了者

つり上げ荷重１ｔ以上のｸ
ﾚｰﾝ等の玉掛

整地等用と解体用を同時に取得できる、セット割引コース

18歳以上

 ７/１６～１８（土日月)西多摩支部会館   ※整地技能講習の受講要件を満たしている事

可燃性ガスを使用する溶接・溶断の作業に必要

18歳以上

16

職
長

14
職長・安全衛生

責任者教育
(リスクアセスメント含む)

新入職者教育

足場特別教育

 　７ /１２～１３（火水） 技術研修センタ－（池袋）

17

44

足場作業主任者

能力向上教育

「自由研削砥石」「丸のこ」「熱中症」特別教育３つセットの
割引コース

石綿が使用されている建築物等の解体・リフォームの作業
に従事する労働者は、作業前に受講が必要

グラインダ（自由研削砥石）運転、砥石取替作業に必要

動力により駆動される巻上げ機（ウインチ）の運転。仮設電
源で必要な「低圧電気」との、セット割引コース

18歳以上

丸のこは使用頻度が高く、事故も多発し重症となる例も多
いため、正しい知識を基本から学びます

アーク溶接作業は作業前に受講が必要

振動工具と刈払機の教育を一日で同時に実施
ビル外装清掃・法面・屋根・板金工事などでのロープ作業

多くの組合員に必要とされる「丸のこ」「熱中症」の２つの特
別教育を同時に取得できる、セット割引コース

小型車両系特別教育修了者かつ経験3ヶ月か

つ自動車運転免許証所持者（※コピー添付）

石綿特別教育

18歳以上

18歳以上

（☆☆☆　組合主催　☆☆☆）

18歳以上
「石綿」「自由研削砥石」「丸のこ」「熱中症」特別教育４つ
セット割引コース。改修工事は石綿も必要となります

有機溶剤

石  綿

ｺﾝｸﾘ打設に用いる型枠支保工の組立て・解体作業

建築物の解体・改修で石綿が含まれる建材を除去する作
業

暗渠・マンホール・槽・ピットなど酸素欠乏症や硫化水素中
毒にかかるおそれのある場所での作業

18歳以上

18歳以上

18歳以上

※2015年7月以降の経験は
特別教育修了証の添付が必要です

講習番号と講習名

作
業
主
任
者
（

共

済

・

資

格

取

得

祝

金

対

象
）

9

高さ5m以上のコンクリート造の工作物の解体・破壊

木材加工用機械

3

経験
３年以上

職業訓練法人東京土建技術研修センター主催。申込は所属の支部事務所へ、受講申請書・受講料・認印・顔写真1枚(30×25㎜・パソコン講習は不要)を持参します。　※締切は２週間前（締切
後は不可）。　※遅刻厳禁。また技術研修センターには駐車場がありませんので、車での出席はお控え下さい。　※雇用保険助成金は申込前に支部へご相談ください。

日　程　（開始９時～または８時30分～）

高さ5m以上の鉄骨の組立て・解体の作業

今月の講習会募集【組合員向け案内】

4
経験
３年以上

18歳以降の
経験３年以上

軒高さ5m以上の木造の組立・下地・建具枠の取付作業

足場
の組立て等

2022年5月
東京土建一般労働組合　技術対策部

型枠支保工
の組立て等

経験
３年以上

建築物等の鉄骨
の組立て等

2

木造の組立て等

丸のこ盤・かんな盤等を5台以上有する作業場での作業

掘削面高さが2m以上となる地山掘削と土止め支保工組立
て(腹おこし､切りばり､中間杭火打ち等)作業

20歳以
上が相応
しい

職長・安全衛生責任者教育
(RA含)修了者 ※修了証添付

経験
３年以上

有機溶剤指定物質のほか、塗料・ｼﾝﾅｰに含有のｴﾁﾙﾍﾞﾝ
ｾﾞﾝや塗料剥離剤のｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ等を扱う作業

防水材などに含まれる特定化学物質を扱う作業

常時現場で直接指揮監督する「職長」と、元請との間で仕
事の連絡・調整する「安全衛生責任者」となる方への教育。
リスクアセスメント教育も実施します

国の新たな指針が示され、おおむね５年
毎に受講が望ましいとされています

高さが２ｍ以上の箇所において作業床を設けることが困難
な場合は、フルハ－ネス型を用いて行う作業に必要

足場組立て・解体・変更の作業に必要。脚立足場・可搬式
作業台の連結・ﾛｰﾘﾝｸﾞﾀﾜｰ等も足場扱いになります

18歳以上

電動工具で使う仮設電源の開閉器の操作に必要な教育18歳以上

暗渠・槽・ピット等、酸素欠乏症や硫化水素中毒のおそれ
のある場所での作業に必要

18歳以上

熱中症は建設現場で多く発生しており、早めの対策が必
要なことから、予防教育を行ないます

18歳以上

18歳以上

31Hｺｰｽ：自動車免許（普・中・大）所持者

14Hｺｰｽ：自動車免許（普・中・大）所持者

ブレ－カ－、鉄骨切断具、コンクリ－ト圧砕具及び解体用
つかみ具をアタッチメントとして装備するもの

18歳以上

建築士定期講習

青年部員への「青年部チャレンジ助成金」を活用しましょう。80％以上出席が条件。特別教育も対象(新入職者は特別教育修了者に限る)。外部講習は組合受付に限る。

　　①５/２４（火）技術研修センタ―（池袋）　②６/２１（火）技術研修センタ―（池袋）専
用

３年度ごとに受講義務

◆新型コロナウイルス「三密」回避対策として定員を減らして開催します。今後の状況などによって中止になる場合がありますのでご承知おき下さい◆

管理建築士講習

 ６/１９（日）西多摩支部会館（羽村市）（青梅線小作駅近く）

技能試験に合格するための講座。筆記試験の合格者対象。下期試
験に向けて準備している方も受講できます。（筆記講座から継続の方
は45,000円）

管理建築士になる方　　１１月予定

講
座

一次検定
二次検定

26

建
設
機
械

11

酸欠・硫化水素

熱中症

振動工具・刈払機

15

自由研削砥石

フルハ－ネス
特別教育

車両系建設機械
(解体)技能講習

アーク溶接

石綿・電動工具
セットコース

丸のこ

低圧電気・巻上機
セットコース

巻上げ機

13-2

23

58

5

7

43

19

22

49

特定化学物質

8

ｺﾝｸﾘｰﾄ造
の工作物の解体等

10

地山 及び 土止め
の掘削　　　　支保工

ロープ高所作業

25

丸のこ・熱中症
セットコース

18

職長・安全衛生責任者
能力向上教育

24

低圧電気

酸欠・硫化水素
特別教育

溶
接

21

56

ガス溶接

電動工具安全取扱

セットコース

特
別
教
育
な
ど

 ７/１８（月)西多摩支部会館（青梅線小作駅近く）整地技能講習修了証コピ－添付

整地等用

車両系建設機械
(整地等)技能講

習

車両系建設機械
(整地＋解体)技能講習

外部

外
部

小型整地・運搬・積込・掘削用※特別教育修了後の実務
経験で技能講習（3t以上）が2～3日に短縮受講可

 ７/１６～１７（土日)西多摩支部会館（青梅線小作駅近く）特別教育修了証コピ－添付

整地技能講習
修了者

６/７～８（火水）※アイチ主催　アイチ研修センタ―立川教習所（立川市）

　足立支部会館

つり上げ荷重5ｔ未満の移動式ｸﾚｰﾝ運転

高所作業車

玉 掛

小型移動式クレ－ン

フォークリフト

18歳以上

① ５ /２２～２３（日月）　② ６ /１～２（水木）　➂ ７ /６～７（水木）

次回９月予定

  ７ /２９～３１(金土日)

作業主任者講習修了者はおおむね５年
毎に受講が望ましいとされています

18歳以上

入職者に対して事業所が行う法定の「雇い入れ時教育」の一部
を実施、「足場」「熱中症」２つの特別教育も取得できる割引コー
ス

足場作業主任修了者
※修了証添付
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新宿支部総合日程表 ※⑩は10時の意味です 【20220428】

支部のとりくみ 分会 本部・各団体、全国・全都行動などのとりくみ

５月：
6 金 執行委員会 平和大行進（支部3人・1号）⑫30（夢の島公園第五福竜丸展示

館前）
7 土
8 日 ことぶき会総会⑪
9 月 分会配布

10 火
［7］労働保険年更(事業所)⑩～⑮ 高田馬場分執＆作戦会議

大久保分執
余丁町分会作戦会議

11 水 ［8］労働保険年更(事業所)⑩～⑮ 四谷分執 東京土建独自国会議員要請行動⑫15（衆議院第２会館前歩
道）（支部2人・1号）⇒中止

12 木

［9］労働保険年更(事業所)⑩～⑮
ことぶき会役員会議⑰

新都心分執（支部4階）
落合西分執＆作戦会議
余丁町分執

第1回労対部会
第１回税金経営対策部担当中執・税対小委員合同会議（税経
担当中執、税対小委員）
新宿社保協事務局会議⑮土建

13 金
神楽坂分執（支部会館） 第1回賃対部会

東京春闘ディーセントワークデー⑱時間訂正⑰30⇒（新宿西
口）（支部2人・2号）

14 土

建設アスベスト訴訟第4陣(建材企業)東京原告団結成総会⑩
～⑫（けんせつプラザ東京5階）
東京社保協・中央社保協　社会保障拡充巣鴨宣伝⑫～⑬（巣
鴨駅前）（23区支部1人1号）
西部ブロック議長支部引継ぎ式⑲（京プラ）

15 日 教宣活動者会議（兼第１回教宣部会）（半澤）

16 月 事業所訪問行動⑬～⑰
第１回住まいの相談センター連絡協議会（支部住宅センター代
表者）

17 火
事業復活支援金の事前審査⑬30　～⑯30（世田
谷税経センター石井税理士）

高田馬場財政＆作戦会議
落合西財政＆作戦会議

第１回社会保障対策部会
第１回財政担当者研修（ＷＥＢ開催）（財政担当書記・職員）（秋
山・大塚）
支部会計監査学習会⑭（支部会計監査（新任の方を中心に））
変更→5/19

18 水
アスベスト定例宣伝⑰（大久保駅前）（分会2％）
住宅センター定例会議

専従役員会議
アスベスト訴訟第3陣和解期日⑯30（原告のみで動員は無し）

19 木

新宿社保協幹事会⑱30民商
総がかり行動⑱30（衆議院第２議員会館付近）（支部3人・2号）
第１回財政担当者研修（ＷＥＢ開催）（財政担当書記・職員）（秋
山・大塚）
支部会計監査学習会⑭（支部会計監査（新任の方を中心に））

20 金

納入日
法律相談⑬30～⑯
セミナー「消費税インボイス制度」⑲（けんせつプ
ラザ東京5階ABC）（WEB併用）

最高裁判決1周年給付金法改正を目指す日比谷大集会⑬～
⑮（日比谷野外音楽堂）（支部1％）（集会後の行動やデモは未
定）

21 土
22 日 後継者対策部会筏釣りイベント 余丁町分会組合員訪問 第１回後継者対策部会

23 月
厚生文化部会⑲ 主任書記会議AM

24 火
［予備日1］労働保険年更(事業所)⑩～⑮
後継者対策部会

常任会議
最賃1500円実現新宿アピールデモ⑱（新宿東口アルタ前）
（1％）

25 水

［予備日2］労働保険年更(事業所)⑩～⑮
区役所ロビー相談会⑬～⑯（担当：中小・新宿建
築組合）
会館建設検討委員会⑲

東京土建独自国会議員要請行動⑫15（衆議院第２会館前歩
道）（支部2人・1号）
新宿社保協宣伝⑰（曙橋駅前）

26 木

みんなの会事務局会議⑨30（東京法律）（大槻）
第１回税金経営対策部会
予算要求統一行動（東京都連主催）　終了後、議員要請⑪（場
所未定）（支部2人・1号）⇒延期日程未定

27 金

西部ブロックPAL役員会⑲（渋谷支部会館） 余丁町分会電話掛け 第１回どけん共済会総代会　厚生文化部会⑩総代会⑬部会
（部長＋午後は共済推進委員１人）
「5・27『7月からの都立・公社病院の独法化中止』を求める都議
会包囲大抗議集会」⑪（都庁第一本庁舎前歩道）（支部5人・1

28 土
みんなの会・市民連合憲法フォーラムパートⅡ⑬30～⑯（エ
ディカス東京7Fホール）（分会2％）

29 日

30 月

マイナンバー制度反対連絡会駅宣⑫（新宿駅西口）（西部ブ
ロック支部から2人・1号）
都連主催都内3カ所（税対）街頭宣伝⑬～⑯（有楽町駅・渋谷
駅・新宿駅）（新宿駅）⑮（支部1人・1号）

31 火
みんなの会定例宣伝⑱（四ツ谷駅前）（分会2％）

1 水

中執
東京第３陣第８回期日⑩（東京高裁）（23区支部3人・1号）
都議会開会日行動（都民連主催）
⑫（都庁第一庁舎前 地上歩道）（支部2人）

2 木 書記局会議⑬
3 金 書記・専従役員会議
4 土
5 日 全都統一住宅デー(1)
6 月 四役・常任会議

7 火

アスベスト第4陣建材企業提訴日（時間未定）（東京高裁）（支部
2人・1号）
教宣担当書記研修（大槻）
CCUS担当書記会議⑬（WEB併用）（秋山）

8 水 執行委員会

第１回国保担当書記会議（秋山）
東京土建独自国会議員要請行動⑫15（衆議院第２会館前歩
道）（支部2人・1号）
源泉所得税研修会（書記・職員）

2022年　（4月1日に5月31日までの行を2020年度データからコピペすること！）

6月：
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※ご記入の上、ＦＡＸかＭＡＩＬにて、ご返送くださいますようお願いいたします。 
 

 

 

 

 

 

ゴム印で OK  以下に○をつけてください 

セミナーに（ 会場  OR  ZOOM  ）で参加 します 

ZOOM参加の場合、メールアドレスも記入ください。 

事業所名 
事業主名 
所在地 
電話番号 
出席者のお名前 
メールアドレス 

東京土建新宿支部 
【お問合せ】３３６２－２１６１

FAX03-3362-2289 

MAIL 

shinjuku@tokyo-dok

en.or.jp 

◆消費税「インボイス制度」って、どんな制度なの？ 

◆売上 1000万円未満の個人事業主だけど、どんな影響が出るの？ 

◆一人親方、外注手間請でも、消費税申告して納税しないといけないの？ 

◆建設業だけではなく、個人タクシー、ヤクルトレディーまで大きな影響が！ 

◆法人事業主と下職さんの関係は、どうなるの？  お気軽にご参加ください。 

東京土建新宿支部 

と き：５月２０日（金）１９時～ セミナー【WEB併用開催】 
 
ところ：けんせつプラザ東京（東京土建本部会館）新宿区北新宿 1-8-16 

ＪＲ大久保駅徒歩３分・ＪＲ新大久保駅徒歩７分 
 
講 師：長谷川元彦税理士(第一経理) 

※東京土建にまだ加入されていないお

仕事のつながりの方もお誘い合わせ下

さい。 
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